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渦相関法による二酸化炭素フラックス測定のための

データ処理プログラム

宮田 明・間野 正美地球環境部フラックス変動評価チーム

はじめに

最近 「渦相関法で二酸化炭素のフラックスを、

観測したいので、方法を教えてください 」とい。

うような相談を受ける機会が多い。渦相関法とい

うのは、超音波風速温度計と赤外線ガス分析計を

用いて、大気中の乱流による二酸化炭素の輸送量

（フラックス）を直接測定する方法で、森林や農

耕地が一定期間に吸収・放出する二酸化炭素の量

（ ）。を測定するために使用する 図 と表紙の写真1

渦相関法による二酸化炭素フラックスの測定

1980は、我が国の研究者の多大な貢献もあり、

年頃に実用化された。 年代後半以降は、主1990

要な温室効果ガスである二酸化炭素の地球規模で

の収支を把握するため、世界中の様々な陸域生態

系で、渦相関法による二酸化炭素フラックスの長

期観測が行われている。また、渦相関法は植物・

土壌と大気間のガスフラックスを測定する標準的

、 。な方法として 周辺分野でも利用者が増えている

図1 渦相関法による二酸化炭素フラックスの

観測の様子（バングラデシュ農業大学内に

新設した観測点）

渦相関法の技術的問題点

渦相関法を用いて二酸化炭素フラックスの観測

を行うためには、場所の選定、測器の使用法と保

守、データ処理など、修得しなければならない技

術が多い。このうち、測定に関わる作業について

は、赤外線ガス分析計の性能が向上したため、一

世代前のように測器の保守に苦労することは少な

くなった。

最近では、これに代わって、データ処理が利用

者の負担になってきている。これは、主に二つの

理由による。第一に、観測の長期化に伴って処理

すべきデータ量が増加したこと、第二に、測定法

や測器が完璧ではなく、測定条件も必ずしも理想

的とは言えないなかで、得られたデータから目的

とする二酸化炭素の吸収・放出量をできるだけ正

確に求めるために、複雑な処理が行われるように

なったことである。近年、渦相関法のデータ処理

は著しく進歩し、 年前は標準的であった処理10

法が、現在では不適切とされているような例もあ

る。その一方で、渦相関法のデータ処理には未解

決の問題も残されており、現在でも多くの研究が

行われている。

渦相関法のデータ処理は、測器からの出力を専

用の記録計やパソコンを用いてデジタル記録し、

実験室に持ち帰って演算処理するという方法が普

通である。しかし、その演算処理のためのプログ

ラムが公開されている例は多くない。その理由と

して、上述のようにデータ処理法が未だ発展途上

であり、各研究グループがそれぞれの考え方に従

ってデータ処理を行っていることや、データ処理

には観測点固有の地形や気象条件による部分も多

く、汎用化できる部分が限られていることがあげ

られる。
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データ処理プログラムの開発

このような状況ではあるが、冒頭で書いたよう

な要望に応える必要もあり、渦相関法のデータ処

理の最初の部分、つまり観測点の条件にあまり左

右されない部分について、専門外の方でも利用可

能な処理プログラム（図２）を作成した。利用者

は、計算で得られたフラックス値の信頼性や誤差

の程度を判断し、異常値を除去して、実用的なフ

ラックスのデータセットを作成できる。ただし、

このプログラムはユーザーインターフェースやマ

ニュアルの整備がまだ不十分なので、プログラム

の利用者は作成者から直接説明を受ける必要があ

。る

もう一つの問題は補完である。年間の炭素収支

の算定を目的とする観測では、年間で数十パーセ

ントに達する欠測値や異常値を何らかの推定値で

置き換える、いわゆる補完の作業が必要となる。

しかし、補完法は観測点固有の条件による部分が

大きいので、本プログラムの一部として提供する

には至っていない。渦相関法のデータ処理にお困

りの方は、このような事情をご承知いただいたう

えで、本プログラムの利用についてお問い合わせ

いただきたい。

図2 渦相関法のデータ処理プログラム

座標軸変換、周波数補正、密度補正などの基本的な処理・補正を施した後の

フラックス値が、品質検査情報やランダム誤差とともに出力される。


